
第2 4回岐阜県小学校算数科研究部会　岐阜地区研究協蔑会

第1分科会　2　　　　　　　　　　　　　郡上市立川合小学校　花井寛仁

く岐阜県及び郡上市小算研　研究主題)

子どもの思考力 唳Uﾂ�現力を高める指 �;�,ﾈ*�.雲ｲ�

く耶上市小算研　重点)

単位時間における理想の表現の明確化と､それに迫 

る具体的方途の位置づけ 

Ⅰ　研究主題について

郡上市小算研では昨年度､ ｢算数的活動の充実｣を重点にし､取り組んできた｡その成果

は次の4点である｡

･算数の授業過程が統一され､算数における学び方が身についてきた｡

･ ｢換作や図などを式と対応させて理解を図る｣という点を重要視した研究がなされてき

た｡

･算数的活動を意識した授業が仕組まれており､児童が既習事項を活用して活動する姿

が見られた｡

･児童の実態を把握したうえで､見通しをもった具体的なねらいを考えることができた｡

本年度は､これらの成果を生かして､児童の思考力･表現力を高める指導のあり方につ

いて追究していくことにした｡

また､ ｢学習指導要衝解説･算数編｣の教科の目標には､

① ｢算数的活動を通して｣

②　r数量や図形についての基礎的･基本的な知識及び技能を身に付ける｣

③ ｢日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え､表現する能力を育てる｣

④ ｢算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付く｣

⑤ ｢進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる｣

と示されている｡今年度は､特に③に焦点をあて､思考力･表現力の育成を図りたい｡

そこで､県小算研の研究主題｢子どもの思考力･表現力を高める指導のあり方｣と同じ

研究主題を郡上市の小算研研究主題に設定した｡

そして､ ｢学習内容からみた､単元や単位時間における理想の表現を明確にし､それに迫

る具体的な手立てを位置づけて指導すれば､思考力･表現力が高まるだろう｡｣という仮説

をたて､次の2点を研究内容とした｡
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･学習内容からみた単元や単位時間における理想の表現を明確にすること｡

･理想の表現に迫るための単位時間の具体的な手立てを明確にすることo

Ⅱ　研究内容

ここで言う｢理想の表現｣とは､根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えることや､

言葉や数､式､図､表､グラフなどの相互の関連を理解し､それらを適切に用いて問題を

解決した軋､自分の考えを分かりやすく説明したり､互いに自分の考えを表現し伝えあっ

たりするこきなどであると考える｡また､これをr明確にする｣ということ駄本時覚え

させたい言葉や記号､本時身につけさせたい考え方や処理の仕方､使わせたい算数の用語､

書かせたい式や図などをはっきりさせるということであると考える｡

つまり､数学的な思考力･表現力を育成するためには､本時身に付けたい力とは何か､

そのためにどのような算数的活動を仕組むか､その際にどのような用語を使わなければな

らないのか､どうやって正確な作図ができるようにするのか､等々の学習内容や手立てを

はっきりさせなければならないということであると考える｡

1学習内容からみた単元や単位時間における理恵の表現を明確にすること｡

0単位時間における理想の表現の明確化

( 1 )算数の用詩や順序を示す言葉を使った括型指導

( 2 )筋道を立てて考える手立ての工夫と指導援助の具体化

2 '理恵の表現に迫るための単位時間の臭休的な手立てを明確にすること｡

0ねらいの明確化

( l )初発の間魔と深めの問題を位置づける

(2)自己解決するための見通しを短時間でもたせるための工夫

Ⅱ　研究実践: 5年生r分数(2)J (全13時間)

1　単元名　　分数(2)

2　単元について

本単元の構成と学習指導要領との関連は､次のようになっている. 

A(4)分数 

ウ一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は､元の分数と同じ 

大きさを表すことを理解すること○ 

エ分数の相等及び大小について考え､大小の比べ方をまとめることo 

オ異分母の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え,それらの計算ができること｡ 

本教材臥従来は6学年で学習していたものであり､異分母で帯分数の加減を含め 

て5学年で学習することになったものである｡移行教材の｢整数の性質｣に続けて学

習する｡
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本単元では､異分母分数のたし算ひき算を学習する｡異分母分数のたし算ひき算に

初めて出会う子どもたちにとって､このことはかなり抵抗があると思われる｡同分母

どうしで学習した計算方法が使えず戸惑うことが考えられる｡

そこで､この単元では､初めに大きさの等しい分数を扱い､それにともなって約分

と通分を扱う｡それらの意味と仕方を理解したうえで､異分母分数のたし算ひき算を

学習する｡同分母ならたし算ひき算ができることから､ 2つの分数の単位をそろえて､

足し象や引き算をしようと導いていくのである｡
ヽ

つまり､本単元では､等しい分数のつくり方･約分や通分の意味と仕方を理解し､

異分母分数の加減計算ができるようになることをねらっている｡

3　単元の目標と評価規準

(単元の目標)

○異分母分数も加法､減法が適用できることを知り､事象を数理的に処理しようとす

る意欲をもつ｡

○分数は分母と分子に同じ数(oでない)をかけても､同じ数(oでない)でわって

も､大きさは変わらないことを理解し､大きさの等しい分数をつくることができる｡

O r約分｣の用語とその意味や方法を理解し､約分することができる｡

O ｢通分｣の用語とその意味や方牡を理解し､通分することができる｡

O ｢不等号｣の用語とその意味を理解し､分数の大小を不等号を用いて表わすことが

できる｡

○異分母分数の大小比較の仕方を理解し､大きさ比べができる｡

○異分母分数の加法の意味と計算原理や方法を理解し､立式したり､計算したりする

ことができる｡

○異分母分数の減法の意味と計算原理や方法を理解し､立式したり､計算したりする

ことができる｡

○異分母分数の加減浪合の計算ができる｡

く評価規準)

関心.意欲. 態度 ��Hｧy4�,椅ﾈ*i_ｲ�表現.処理 �&ﾘ�騫ﾘ���

･分数の相等及 唳Zｩ�H,ﾉ�ｩ9亶�-��･分数の相等及び 唸耳,(,ﾉZｩ�H,ﾉZｨ��IZｩ^ｨ,�:�+i�B�

び大小につい ��X抦,�,(*(,H霙�大小を比べるこ �/��h�+X,H,X*ｸ.兒ｩ�H,ﾚH.�,h,ﾂ�

ての考えを生 �-x+ﾘ.椅ﾈ*h+ﾘ.��とができる○ 兒ｩ�H,i:�+i�X*ｸ+8,X*�.�+�,h/�yﾒ�

かして､異分 �+x.停�･異分母の分数の 弌�+X,H*(.停�

母の加法及び 唸甑Zｩ^ｨ,ﾉZｩ�H,ﾂ�加法及び減法の 唳,ｩZｨ.)o�Zｨ,ﾉw�ﾎｨ,h+ｸ,ﾈ�9j�.)_ｲ�

減法の計算の ��d�ｷ�-�ﾋ嬰�,ﾂ�計算ができ､そ 囘�/�yﾘ��+X,H*(.薬�

仕方を考えよ 佗h螽,ﾈ覈_ｸ/�ﾖﾂ�れを用いること 唳Zｩ�H,ﾉ�ｩ9亶�-��X抦,ﾉNH-y_ｸ/�yﾒ�

うとする. �*h.薬�ができる○ 弌�+X,H*(.停�
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･異分母の分数の加法及び減法の計 算の仕方について理解している. 

まず､始めに考えたことは､毎時間の評価規準をいかに絞っていくかということである｡

4 5分間の中に､ 2つ､ 3つ､多い時には全ての観点に評価規準が設けられている｡ 1時

間のなかで評価規準を｢数学的な考え方｣のみにできる時間はあまり無い｡

最近まで｢1時間の評価規準は1つに｣というご指導を受けてきた｡ねらい一課題-ま

とめ一評価を1本の線にして授業を仕組むためには必要なことだ｡このようにできる時間

は良いとして､では､私が市教科研で授業公開した｢分数(2) ･異分母分数の加法計算第

1時｣ (後に詳しく触れる)のように｢数学的な考え方｣と｢表現･処理｣の2つが評価規

準に位置づけられている場合､ r数学的な考え方｣は重要であるが､授業時間数から考えて

も｢表現･処理｣は省けない｡

本校では算数の研究をしており､ 1時間の授業パターン(資料1 )や話形､聞き方等(資

料2)を示しながら授業を行っている｡当然､市教科研と研究主題も内容も異なるが､本

時もこのパターンで授葉を行ったので､説明させていただく｡この授業の流し方のパター

ンは､主として｢数学的な考え方｣の時間に有効であると考えている｡

個人追究やペア交流の後､全体交流の場で見つけた｢ポイント｣ (本時身に付けさせたい

考え方を端的な言葉で表したもの)を利用して｢間壇②｣ (間藤①が個人では未解決､ある

いは､まとめとは別の方法で解決していたとしても､この間題は全員同じ方法で解決でき

ることを目指して位置づけられている｡また､ 2つ目の場合もポイントを使って解決でき

たという検証を経て｢まとめ｣をするためのものでもある｡)を解決し､本時見出した考え

方をまとめるという流れである｡この流れのなかで､導入の短縮化､必要感のある導入や

｢問題①｣､見通しをもった個人追究､ねらいのあるペア交流､学び合いのある全体交流､

着実な力をつけるための｢問唐②｣等を研究している｡

これまで｢数学的な考え方｣を評価規準とした授業で私も含めてよく見られたのは､個

人追究になっていつまでも取りかかれない児童がいたり､ああでもないこうでもないとや

たら時間が過ぎていき(試行錯誤することは大切だが)､結局時間がオーバーしたり､まと

めがなかったりと､とても45分間でおさまらないか､あるいは､結局何が分かったのか

ほとんどの児童がすっきりしないまま終わってしまったりする授業である｡理由は､いろ

いろ考えられるが､全て教師側にある｡

r数学的な考え方｣だけでもこうなりがちなのに､そこ- r表現･処理｣まで入れるた

めには､大事なことは何かという焦点をしっかりと絞っていかなければならない｡

このようなことを考えて実践した一部が以下の授業であるo
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5年生､r分数(2)J･(6/1 3.分数のたし算`第1時)

4　児童の実態

学習課題に対して前向きに考えようとする姿勢が見られる｡しかし､算数に対して苦

手意織をもっている児童が多く､なかなか自信がもてない児童もいた｡

そのため､まず､･算数の時間の基本的な流れを定着させようと試みた･｡ r問題①提示

ー課題設定一個人追究-ペア交流-全体交流-問題②提示-まとめ｣という流れを基本

として授業を進めることで､･､今何をすればよいのか壷一人一人が理解して学習が進めら
ヽ

れるように意織FLて取り組んできた｡個人追究の場で考えがもてない児童が､できるだ

け少なくなるように､導入時の見通しを大事にしている｡

また､文章題から開店場面を把握することが苦手な児童が多いため､図や数直線をノ
ートに書かせて考えるように指導を続けてきているが､まだまだ式や答えと考え方とを

結びつける力が弱い｡～

さらに､根拠を明確に説明u･たり､相手に分かりやすく説明したりする力が弱いため､

考え方を交流する機会としてペア交流を位置づけている｡その際､自分の考えで不十分

だった点を修正したり補足したりしながら､自分の考えとしてノートにまとめる時間を

確保するようにしている｡:このこもとは､視点をもって聞くことにっながり､考えの根拠

を明確にすることにもつながると考える｡

本時は､異分母分数の加法をするために恥 通分しなけれ畔ならないことに気づくた

めの授業である｡ 1/2+1/3を2/5とした場合になぜおかしいのかを考えさせたり､補助

線の入った面積図をもとに考え`させたりする･活動を通してこ異分母分数の加牡も単に分

母どうし､分子どうしを足すのではなく､分数の単位をそろえなければならないtとに

気づかせていきたいと考えた｡

5　研究内容との関わり

①学習内容からみた単元や単位時間における理憩の表現を明確にすること･｡1

0単位時間における理想の表現の明確化

( ･1 ).iL算数の用語やJl&序を示す言葉を使った詩聖指導

.㌧､相手に分かりやすく話すことが､算数

め学習を魂解していること浸っながると

いう考え方を伝え､分かりやす(話すた
'めめ方絵を指導している｡ P舟事を示すrま

ず｣ ｢次に｣ ｢だから｣などの話型を意

･一紙させ､意図的に使うことで順序立てて

し静せるようにしたいと考えている｡また､

'なぜそうしたかという理由や根拠を話さ

せるこ､とも大切にしている｡
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本時では､ ｢1/6のいくつ分｣という､分数の学習で大切にしてきた｢単位分数｣を普

識した言葉に着目して鋭明できるようにしたいと考えた｡

i

( 2)筋道を立てて考える手立ての工夫と掃導援助の具体化

本単元で臥分数の大きさをとら冬ることが重要であり､そのために面積図を使

った｡分数のものさしを準備し､同一の大きさの面積図を書くことで､一人一人が

1/2 ･ 1/3･ 1/4･ l/5 ･ 1/6などの大きさを理解できるようにし､視覚的に分数の大

小比較ができるようにしてきた｡正確な面積図を描くことや､もとになる大きさを

そろえて面積図を描くことは､理想的

な表現活動であるとともに､考え方の

碑拠を明確にする上で重要な点でもあ

る｡しかし､分母の最小公倍数を考え

潔がら面積図を描くことに抵抗のある

児童が多いため､本時も分数のものさ

､しを使った｡ 【合後棒､.E正しい面積図が

､描けるようになった児童から､徐々に

分数ものさしを使わずに､自力で描く

よLうにさせていこうと考えている｡I

②理想の表現に迫るための単位時間の具体的な手立てを明確にすること｡

0ねらいの明確化　　　　　　　　　　　　､

(1 )初発の問題と深めの問題を位置づける

本時つけたい力は､異分母分数の加法をするためには､単位分数がそろってい

なければならないことに気づき､既習の通分をすることで分母をそろえて計算す

ればよいことを見つけ､正しく計算するという｢数学的な考え方｣及び｢表現･

処理｣の能力である｡　　　　　　ll

数学的な考え方を確かなカとして身につけるために､本校では｢問題①提示一

課庵琴定フ個人iB究-ペア交流-全体交流-問題②提示-まとめ｣という流れが

有効で奉ると考えている｡そのため､主にr数学的な考え方｣をねらいとする時

間には､ ､この形で授業を行ってきた｡ (資料3　単元指導計画)

しカ江､上本時は｢表現,処軌もねらいとしているため､ rペア交流｣という

.形では時間をとらず､個人追究時に近くの者同士で交流できる児童は交流すると

･いう形にした｡菅野雀､全体交流で鹿かめ､見出したポイント(交流によって分

かったことや様々-な考えの中で共通すること)を問題②で括用し､まとめていく

･という搾れを仕組み､'ねらいとする数学的な考え方の定着を図り､終末の練習問

題でr表現･処理｣や評価をする展開にした｡
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(2)自己解決するための見通しを短時間でもたせるための工夫

｢通分｣に気づかせるため､既習の学習内容を教室側面に掲示し､それをヒン

トとして考える足場をもたせていく｡また､場面に応じて具体物や半具体物を提

示することでき見つける数量の見通しがもちやすいようにしている｡さらに､自

分が使える形にするために既習の何を利用しようかと常に考えさせることで､自

分たちで考える手がかりを意識させていく｡

一本時､どうしても自己解決するための考えがもてないでいる児童には､ヒント

カニド(補助線入りの面積図)を用意し､短時間で見通しをもって取り組むこと

ができるようにする｡

6　本時のねらいと評価規準

兵分母分数の加絵計算をするためには､同分母分数に通分し､分数の単位をそろえ

ることで､単位分数のいくつ分と見て計算すればよいことに気づき､計算することが

できる｡

【数学的な考え方】

異分母分数の加法は､通分し､分数の単位をそろえて同分母分数の計算と同じように

計算すればよいことに気づく｡

【表現･処理】

異分母分数の加法計算ができる｡
i

7 '授業の雄れ(本時の展開は1 2ページ)

単元のつながり(資料4)を見てみると4年生時の｢分数｣

で初あて分数について学習している｡ 5年生で臥r分数(1 )｣
l

･の学習後に`6年生の学習内容であった｢整数の性質｣と共に｢分

教'(2)｣を学智する｡単元r分数(1)｣では､大きさの等し

い分数や同分母分数の加泣･減法を学習するのだが､準備テス

トの段階でrl/2と1/3ではどちらが大きや､数か｣を間違える

児童がいたため､単元導入時に復習の時間を設け､ 4年生時の

内容を教室掲示に加え､理解の一助とした｡

その後､児童は｢整数の性質｣で倍数や最小公倍数､約数や

最大公約数について学習した｡この内容は分数の加絵k･減掛こ

不可欠なものであるが､｢瀧抗のある児童が多い｡そのため､公倍数ではきちんと書きだし

て見つけること､｢約数では1と本人(児童と相鼓した結果､その数自身をこのように呼ぶ

ことになった)をまず書き､ペアで見つけていくこと等､丁寧な指導を心掛け､定着させ

ることができた｡
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本時の評価規準は｢数学的な考え方｣と｢表現･処軌?2つである｡そのため､いか
㌔

に導入の時間を短くし､見通しをもって個人追究に入るかということと､いかにペア交流

や全体交流のスリム化を図り､練習間借までの時間を確保するかを考えなければならなか

った｡

6年生の学習内容であったことやイメージをもちやすいようにするために､導入ではめ

もりをつけたビーカーに色水という具体物を使うことにし鞍,この手立ては大挙有効であ

り､課題化までがスムーズに行え､華間を寧嘩することができた｡一人の児童にr合わせ

て｣の作業をさせたところ､､ ｢あれ?｣というつぶやきがあり､児童は瞬時にlbもないこ

とと､半分以下つまり2/5bではないことが視覚的にとらえられた｡さらに､めもりが無い

部分をはっきり言えるようにするに特､という課題につながる疑問が自然と児童の中に生

じた｡

1-2-'8



分母をそろえれば二(L通分すれば) ･鉦､のやはないかという見通しまでもたせて個人追究

に入った｡その理由は､限られた時間の中で全員が自分の考えを書けるようにするためで

ある｡分数定規の活用や公倍数の学習の定着により､要支援の児童も自力で追究していけ

た｡このとき-｢通分｣の掲示も役に立った｡ここで､ ｢個人追究の前にヒントを与えすぎで

はないめか｣という意見もあるだろうo私も確かにこ､のときは迷っていた｡しかし､結果

的には個人追究の時間内にペア交流まで進めた児童がいたことからも良かったと思ってい

る｡本時は評価規御ミ2本立てであることから､ ｢さあ､ペアで交流しよう｡｣という時間
ヽ

はカットしてあったoその代わりに､､早くできた児童のみではあるが交流するようにした

のである｡

(上:ヒントカード

下:全体交流時に使用したカード)
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L A体交流で発表した児童は､たった二人で薮壱たがftこれも予定通りである｡ ｢既習の通

分を使えばできそうだ｣という見通いま容易纏も七るであろうと考えていたo案ゐ定､個

人追究では式で計算し始めた鬼童が大半だ.杏里後､図を書き始めるという動きであったo

全体交流で確認したかったことは､ ｢1/6のbll,'くづ分｣という単位分数がそろうから足せる

のだということと､その結果r2/38とあとちょっと｣ではなく､ r5/6aJとはっきり言える

ようになることの2点であらた｡その後は教師主導で計算の仕方(式の流れ･書き方)を

指導し､ ｢ポイント｣を位置づけた｡このように割り切らなければ､時間内に収めることは

できないと考える｡

また､全体交流の場では､分数の単位をそろえるということを視覚的にとらえやすいよ

うに透明シートを利用した面積図を用意した｡さらに､式と図の結び付きを確認するため

に､目盛りを入れた面積図を全員に配り､実際に補助線を引く活動をさせた,

その後､児童は本時のポイントを意識しながら｢問題②｣に取り組み､本時のまとめを

行い､練習問題を解いた｡全員が練習問題を解くことができた｡
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年　振り･返り一

本時の場合､始めに通分して計算することを教え､その後｢なぜ2/5Cではないのか｣に

ついて考えさせるという流れが県で奨励されていたと聞く｡･詳しくは知らなかったし､納
F

得もいかなかったので､今回はこのような授業を仕組ませてもらっ考｡結束は､どうであ

ったか｡華おむね成功したと思うが､計算式先行のために図との結びつきが希薄になって

しまい､その点を,押さえきれなかったことが反省点である｡'

Ⅳ　成果と課塩

〔成東〕
･単元の導入時に､前学年で関連がある単元のポイントを押さえることで､;理解につな

げることができた｡

･授業の流れが定着してき阜ことで､問題2においてポイント(本時身に付けさせたい

考え方･方法等)を使って考える習慣が身に付いてきた｡また､ペア交流では､ノー

トの図や式を示しながら説明したり､算数の用語を使ったり､相手の考えをノートに

メモしたりしながら聞く児童が増え､理想の表現に近づいてき七0

･具体物を示す､考えるポイントを絞る等､見通しをもたせる導入の工夫により､個人

追究時に取りかかれない児童がなくなり､時間短縮につながった0

･本時身に付けたい力を明確にし､ねらい一一課題-ポイントーまとめ-エ評価を1本の線

で考えることで､児童に使わせたい言葉(算数の用語)が明確になり､全体交流や切
Z

り返しの発間等でこだわりをもって指導するごとができた｡

t.〔課題〕

･図と式とを結び付けて考える力が不十分なので､その点にこだわった指導を継続する｡

-例えば｢分数(2)｣でいうと､分数の加法計算の最後に約分をし忘れるというような､

計算ミスがなくなるよう指導方法の羊夫をしていく｡　1
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ねらい 乂x�ｨ�:��指導.援助､評肺 

つ 唳gｸ鳧,ﾉn)��,ﾉ>�vR�1問題①を確瓢する. 唸ﾚ�-ﾈ,X,ﾈｧx�,h��*H,h+�.ｸ,ﾒ�

か �/�yﾘ��+x.�+�,b�:PRW2つの入れ物にスポーツドリンクが1/2地1/3bl: I �,x+�,�,ﾈ*�/�ｦﾘﾆ�+8+�.停�

む 考 �*ｨ,X*ｸ.���X攣Ki�8ﾈ�,ﾈﾊ�,ｨ+R�L入っていますこ合わせ⊂伺8あるでしょうふ_; 唸8ｨ6(6x8ｸﾟ(/�諄,�,H��ﾝｸ,�*��
･式は1/2+1/3だ 抱.ﾘ+�+ﾘ.�,ﾈ/�髯;h,侈�+�.��

･分母が違う計算だ1 �+�,h,ZH*�.h+ｸ,ﾉ|ｨ/��xｦ�4��

･2/5になるんじゃないのか �,俯X.x*h+8+�.��ｲ�

･.簡単に1′2+1′3で分母どうし､分子どうしの計算をするの 唳���-ﾈ,X,ﾈｧx�>�vX/�ﾆh麌+R�

をもつことがで �,X,ﾘ,�+8+ｸ*H+��ておき､.大きさの等しい分数 

きる. ･自分の考えを図や 唳�ﾘ,�+X,Hﾖﾈ*h.�,iZｨ*�.�*�.�+X.ｨ,�*"�や通分の学習を想起できる ~ようにしておく〇 二.①の考え方ができる児亀城 `だちに分かりやすく鋭明で 
･同分散分数ならたし算ができた 

･前時学習した通分で分母をそろえればできる 

2本時の課題をも1. 

;こ 剳ｪ母のちがう分数のた.し算の剖尊のしかたを考えよう○ �)ｨ*ｸ.�.h*G�,�6ﾘ�ｸ6x/�-ﾈ,h-��

る 潔 �3課複解決に向けて個人追究する.(随時ペア交流) �+8.*Ht�,ﾈﾖﾈ*i_ｸ,�,�.倬�;b�.(ﾖﾈ*h,ﾈ.�,H,�*(髯;h,�,ﾒ�

文､式たま■妾める:-- ことができる〇 ･異分母分数の場合 ��ヒシトカ~一戸(面積図)を用 意して考えさせる. ･個人追尭時に友だちと交流し -てもよいことを伝えておく｡ 

･a`1/2■+1/3-b∴3./6°+2/6 啌霽h螽,Xｸ�-�,H*(.倬�;h,�.�B�靺ｨｹ(/�,ﾘ,�*ｸ.�+8+�.�+ﾘ-��

･①1/■2+1.I/5-3′~6`白/6-主5′6 �,哦鞁�,Y��k�,X*ｸ.�.h*H,傚R�

･②-gl/:2+1ソ3占2′5 亂�+x.��｢�Y{ﾈﾕﾉ�ﾘ,Y%�見Zｩ�H/�+ｸ.ｸ*h.｢�

･1/2+1/3を2′5とすると.1/2より.も小さくなるから計算L 

がおかしくなる.分母をそろえて計算しなければならないの 
-で､通分する. 鎚,鶫�ｸ+x+��."韲ｨ,X*ｸ.�+�,h/��

･面構図から求められる○ 鐙�*�-����

-4-全体交流を.-_して､…計算方法を確静する0-.. 捧�ﾈﾊ�:��ｻ8支,ﾈｬ�5��

め �,ﾙ,ｩZｨ/�+X�ﾇb�･1′2-3/6.pl/3-2′6○1/6が3つ分と1′6が2つ分 唸�俎8ｴ�4ｨ�ｨｽ�;�/�zx,H,H齷Zｨ,ﾂ�

る 棉 伜ｨ+x.�+�,h/�yﾒ�なので､合わせて1′6が5つ分になる○だから1′2+1/i 俟ﾈ*h/���*(+ﾘ.磯h��/�.�,b�

解し､立式して計 倅��ﾃ8�ﾃbｳ(6ﾓh畯R�ｧH,�,(�X�ﾃf�*ｨｸ�-�.x.ｨ錚�に■して鋭明したりすること 

算することがで ■きる0.-_ ���ﾃ"ｳ�6ﾓ2ﾓ8�ﾂ纔�"���sR�?�險�ｩ*��自;ﾘ險蓼�fﾒ�ftができる.. 評臨晩準 【考】-.革聯功臓も通分 し∴分数の単位をそろえて同 

分母をそろえると青傍ができる..=- 

5r~間鹿参に由り組む 
か に す � 倅�ｩ�兒ｩ�Bﾖ�佗h螽,i:�+h.h*ｲ�

:悶22/3+:.1/5L詩してみようー ○ _i-W3"+"175芸ro7i-57嘗7r5-芸T-3-7i甘TTp=T-｢---J 蔦｣ｨ,佗h螽+x.ｨ,�.h*(+�,f�ｸ,2�*ﾚ��

る 僮 6本時分からたことをまとめる.J= 停竄ｩ_ｸ��抱6ﾘ�ｸ6r飩ﾘ屍�

分母のちがう分数のたし算臥通分をし､同じ分母の分数 ��儷ﾈ�ｩnﾉIY'yZｹ/葵H螽*ｨ,R��3ﾒ篦�*ｸ.��ｲ�

にすると計夢でき早? 

7_練習1をする. 啌�'��)���
■3/8鰯/4去3/8+2/8._去5/8. 

3/4華壬:.=/6-9/12+2ノ1■2~-ll/1.畠 

lr2-12

本時の展開(6/1 3時間)



〔資料1 〕

算ー 乂xｬHｧx�,ﾉ�蓬5�_ｲ�
何をーまつきりさせるのかな 
分からなしヽことfまイ可? 
今までとのろがしヽはどこ?(同じところは?) 

今日考えることをはっきりさせよう｡

今までと似ているところはないかな?
今までに学習したことは使えないかな?
分かりやすく話せるかな?
ほかの方法はないかな?

考え方

①給や担.敬直線をか<

⑧式で表す

⑧蓑に表す

簡単移牧にatをblえ魯

⑨蜜わLJ方を調べる

(参操作書魯

jHl>f.5朗JEf ��

◎はや<できる.簡単にできる.分かりやすい 唸*(,(,X.�,X*ｸ.��

今田わかったことをはっきりさせようe

今日は～ができるようになったよ. 

今巳は～で分かるようになったよ○ 

今日の学習から.-もできると思うよ｡ 
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〔資料2〕

叢散の話し方

食膳醇が鎗亀噌轟菟臆

巨】 Eji fさしざdわにニ 

つ宅苦に

だカー弓
☆経路魯確由を戯啓が鞄

一どうて空す ��I 

☆執ぬ亀転移が殉

国や式を書芸さし屯芦が弓

手を動力I L′tjがら

霧散鈎随窪雷

☆露銘魁啓が萄

かり手した 

菅うかなあ

｣二:::コ t3ず<

訳なじです

昔をかたおける

☆豹紺が閑静鞄乾

くどうして:7　1夢ぜ7

-約gサ- ･ - ･

｡今夢｢ご学習したこt

･散の見方
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〔賢 几�8�ﾉ%�ﾋ8轌;�ﾇh枌��3�8鳧ｭB��

臓 倬��本時のねらい 偃X,逢x�ｨ�:��(評価規準】留意点I 

大 津��大きさの等しい 免ﾂﾗ鉗鉗簫rﾒﾒﾗ鈔ﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾗ鉞ﾂﾒﾘ而貭ﾒﾗ貭w簫ﾒﾒﾒﾒﾔ辻ﾔ免ﾂ�(関1大きさの等し∨切数 

き 剳ｪ数の関係を理解 萄ｭC��X*ｸ+8,ﾉ9�+X+Y���H,ﾉZｩ^ｨ,x*H+YZｨ��,x*H+X,ﾈｭfﾃ｢���のきまりを進んで見 
さ の 凾ｵ､大きさの等し 鐙ﾅx/�+(-x-ﾈ+X.X*F��つけようとする○ 

等 凾｢分数をつくるこ ��7謫t釘ﾒﾂﾗ阨ﾓrﾓぴﾄ蔦2ﾓv壷:BﾓcYw迂��ﾂﾂ&椿侈ﾉ9稚ﾂ�(評価方法) 
し い ∠ 凾ﾆができる｡ ヽ �*(+�,h/�ｦﾙDh+x.��ｲ�ノート.発言 

義 劔hh*ｸ*ｸ,ﾉ9�+X*)Zｩ�H,ﾈﾈ�-ﾈ.�/�ﾊ�,(*�.h*J��【知】分蜘彰}母と分子に 

2,2/8と3/12は､1/4の分母と分子をそれぞれ何階し �:�+i�H/�*�*�,H.�B�

たものか考える○ �:�+i�H,X.ﾘ,(,H.��R�

3.1/4は2/8と3/12の分母と分子をそれぞれどんな数 �*ｸ+8,ﾙ¥�.ﾘ.x,�*(+��

でわつた分数か考える○ �,h*ｩZｨ*�.薬�

4.分母と分子に同じ数をかナても､同勝でわつても大きさは 忠Uﾘ廂_ｹd���

変わらないことを碗静する○ �6ﾘ�ｸ6r�ｸ�n)���

分母と分割こ同じ数をカ吋てもわつても､分数か大きさは 

変わらないo 

5.練習間接をする. 

約 �"�｢約分｣の用語 白�【知】｢約分｣の用語と､ 
分 凾ﾆその意味を理解 鐙ｭC��(�ﾃ��,i�X*ｸ+8*ｩ9�+X*ﾘ,JIZｩ^ｨ,iZｩ*�2r唏+5iZﾂ罎���その意味や方法が 

し､手際よく約分 陶�H/�,(*ﾘ.ｸ*J�ｲ�分かるo 

することができ るo ����X*ｸ+8,ﾉ9版eiZｩ�H,ﾈ,(*ﾘ.雲ｸ/��X.云H.��ｲ�(評価方法) ノート.発言 【表】分数の約分ができ 

扮母と分子が小さV＼か棚蜘ごするカ艶を考えよう.I 

2.値入追究 �.���蔚ﾘ廂_ｹd���6ﾘ�ｸ6r�ｸ�n)���

分母と分子を公倍数でわつていく○ 

分母と分子を最小公倍数でわる○ 

3.ペア交流 

4.全体交流 

約分の意味を知る○ 

分母と分子をその最大公約数でわると､一都,AJたんな分 

数になる○ 

5.練習問題をする○ 
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努 �2�異分母分数の大 小比較に関連し 免ﾂ�ｨｭC�x�"�6$�"�Tｳb�2�)?ﾈ.��X,h*H*ｨ*�ｲ�ﾄ��【考】大きさの等u項数 のきまりを活用し 

て､｢通分｣の用 鐙.�-ﾈ+sｸ,x,ﾉ�X,h*C委xﾏu7JH+�-ｸ/��ﾘ*ﾙ?ﾈ.�,X+X.Vﾂ����て､異分散分数を､ 

語とその意味や方 萄*H,ｳ｢�大きさを変えない 

法を理解する.ま ����,ht�刔ﾘ7�:�+h+�,h*�.zIZｨ��*ｩ�ﾘ*(-�*H*ｩ�ﾘ*ﾙ?ﾈ.�+��で分母の等しい分 数にする方法を考 える○ (評価方法) ノート.発言 【知】r通知､r不等号｣_ の用語とその意味や 

た､｢不等号｣の �,h/�ﾊ�,(*�.��ｲ�

用語と意味を理解 �"餮99俘h,ﾉw�ﾎｨ,h�9j�/�&ﾘ.停�

し､分数の大小を �2騏(,c�,ﾚIZｨ��*ｩ:�+h+�,h*�.zIZｩ^ｨ*ｨ抦+8*(-�*H*ｩ�ﾘ*ﾙ?ﾂ�

不等号を用いて表 �.�+�,h/�ﾊ�,(*ⅹW99俘h/�w�*(,IUﾈ+x+��

すことができる. ヽ 釘閂�,dr�,ﾚIZｩ^ｨ.�Zｨ��.���*H+�,h*�.zH+�,ﾈ-ﾈ-ﾈ,X+9&�-x.r�

れないことに気づく｡ 兩ｹd�*ｩZｨ*�.薬�蔚ﾘ廂_ｹd���6ﾘ�ｸ6r�4ｹw�n)���

分母も分子もちがう分数の大きさをくらべるカ法を考えよう.I 

5.個人追究(随時ペア交流) 
･大きさの等しい分数を書きだして比べる. 

･もう一方の分母をかけて比べる〇一 

6.全体交流 

分母を15にそろえて､比べる○ 

7,｢通分｣の用語と意味を知る. 

分母のちがう分数は､通分して分母の等しい分数にす 

れば比べられる○ 

8.適用問題をする. 

雰 釘�通分の仕方を知 り､手際よく通分 することができ るo 鳴�ｨｭC�R�,c2�,ﾉ,ｩZｨ,ﾈ+X*�+ﾘ/�ﾖﾈ*h-ﾈ+X.X*H�ｳｲ�【表】分納糾､公倍数を 見つけることによ り､手際良く通分す ることができる. (評価方法) ノート.練習問題 

1.分母は､6と8の公倍数にすることを確静する. 

15/6と3/8の通分のしかたを考えよう｡l 

2.分母どうしをかけて､通分するo 

3.分母の最小公倍数で通分する. 

4.通分するには､それぞれの分母の最小公倍数にすると､ 

より簡単な分数になるというよさが分かる. 

ポイント:分母の最小公倍数~瀞する 

早.練習開港をする. 

;間22′3,3′4,5/9を通分しましよう○; 

6.ポイントを使って考える○ 

3,4,9の最小公倍数を見つけて通分する. 

lI通分するにさま-の&,)､公牌を-にするとよい. 

7.練習問題をする○ 

響 1 迭�これまでの学習 内容を生かして計 �,ﾉo�Zｨ,i,ｩZｨ,ﾉ$)�ﾈ,�,�.ｸ*B苒�【表】既習内容を生かし､ 筋道を立てて考え､ 

算.処勧ミできるo ��霆8怦���3�,ﾊ)�ｸ�ﾄｨ,ﾉn)��/���*ﾒ��問題を解決してい 

･大きさの等しい分数を求める問題 �.��ｲ�

･約分をする問題 中冢ｸｷ��

･通分をする問題 �6ﾘ�ｸ6r�

2.計算ドリルなどを使って､習熟を図る. 
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釜 澱�異分母分数の加 ��【考】異分母分数の加法 法計算をするため 萄ｭC�(,(,ﾉ?ﾈ.ｩZ�,�5�7ﾈ�ｸ686�8ｸ4�*｣��(兤���爾�は､通分し､分数の 
の た 凾ﾉは､同分母分数 �C9=I?ﾈ,'f鶇-ﾈ+sｸﾘx.ﾘﾊﾈ�9F�*�.�,X+X.X*H�ｲtﾂ�ﾈ爾�学位をそろえて同分 

し 算 凾ﾉ通分し､分数の ��ﾉn)�閏h/�,(*�-ﾚIzx�+x.停�母鮒尊と同じ 

単牡をそろえるこ �"靺�-ﾈ,X,ﾉZｩ�H,ﾈ+ﾘ+X螽,h,h+�*ｨ��*H*�/�ﾖﾈ*h.停�ように計鮒まよ 

とで､単位分数の いくつ分と見て計 �,ﾈ+�*ｨ*IZｩ�H,ﾈ+ﾘ+X螽,ﾈﾇh螽,ﾈ+X*�+ﾘ/�ﾖﾈ*h.h*B苒�いことに気づくo (評価方法) 

本 時 伜ｨ+x.ｨ,�.h*(+�,b�3.個人追究(随時ペア交流) �6ﾘ�ｸ6r飩ﾘ將�
に気づき､計算す 唳,ｩZｨ+X,JHﾇh螽+x.��ｲ�【表】異分母分数の加法計 算ができる. (評価方法) 練習問題 

ることができる○ ヽ 釘��9�ﾈﾏ�zﾂ�

面積図をもとに､計算方法を確認する. 
1′2+1/3-3/6+2/6-5′6A.5/6必 

ポイント:分母をそろえると計算ができる 

間22/3+1/5を計算してみよう.1; 

2′3+1′5-10/15+3′15-13′15 

分母のちがう分数のたし算は､通分をし､同じ分母の 

分数にすると計算できる○ 

5.練習問題をする○ 

去 途�異分母分数の加法 で､計算結果を約 ��【表】具分母分数の加睦の 答えを約分すること :間15′12+3′4の計算をしよう○; 
の た 剳ｪすることができ ��窕���,ﾈﾇh蟀_ｹd�*ｨ諄*h+ｸ*H*唏ｦﾙOｨ+x.停�ができるo 

し 寡 凾驕� 緬���,ﾈ+ﾘ+X螽,ﾈﾇh螽,h+�*ｨ*H,h+�.ｸ/�ﾊ�,(*�.h*B苒�(評価方法) 練習問題 

2.各自で計算する. 
･通分して計算する 

3.全休で確誰するふ 

･求めた14′12が約分できないか蹄する○ 

5/12+3/4-5/12+9/12 
-14/12-7/6-1.1/6 

ポイント:答え力戦l分できる 

答えが約分できる場合は約分し､より簡単な分数にす 

る○ 

4.練習間短をする. 

i 唐�異分母で帯分数 ��鉗闔ｨ耳�3ﾗ��7鉅�7��ｷ簫""ﾒﾘ�7��2"ﾒﾒ"ﾒﾒﾒﾒﾘ�7��6ﾂ�(表】異効瞥御功ロ の加法の計算がで 萄ｭC�"絣�ｳ��2�,ﾈﾇh螽/�+X.h*H�ｳｲ�法の計算ができる｡ 
の た 凾ｫる○ ��隸做ｸ,ﾉ�ｸ+X螽/��ｨｴ�+ZH��ﾈ�,ﾈﾊ�,ｨ+X/�.�,"��(評価方法) 

し 寡 劒Y���IYIZｨ,x*H+ZIZｩ�IYIZｨ,x*H+X/�+ﾘ+�,�.h*(�ｲ�練習問題 

がちがう帯分数のたし算のしかたを考えよう｡ 

2.各自で計算するo 

3.全体で確静する. 

2.5/6+1.3/8-2.20/24+1.9/24 

〒3.29/24-4.5/24 

通分すれば､分母ゐ等しい帯分数になり､計算するこ 

とができる○ 

4.練習間塔をする. 
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i 湯�具分母分数の減 ��【考】'も ��法計算をするため 鐙ｭC�ｸﾘﾜ犯(7�"�9nx*�.�-ﾂｲ�5��ｸ4ﾈ/�,(*ﾘ.�,ﾈ,憧�力舷と闇L通分 
の ひ 凾ﾉは､同分母分数 ����ｹX肩*(-ﾈ+X+ﾘ�ｸ�8.�,ﾘ巍�h,X+X.X*B罎�ﾂ�し､分数の単位をそ 

量 凾ﾉ通分し､分数の 白��駭)�閏h/�,(*�-ﾚIzx�+x.��ｲ�ろえて同分母分数の 単位をそろえるこ とで､単性分数の いくつ分と見て､ �"�+ﾘ+X螽,ﾈ,h*ｸ,ﾉ_ｹd�*ｨ諄*h+ｸ*H+�,h*(*Hﾊ�,ｨ+X/�.�,(�ｲ�計算と同じように計 算柵ゴよいことに 気づく｡ 

扮母のちがう分数のひき算の計算のしかたを考えよう.I 

計算すればよいこ とに気づき､計算 することができ る. ヽ �2靂)�ﾉ,xｸb����7�4�ﾏ�zﾂ��(評価方法) ノート.発言 [表】異分牲分数の頼経計 算ができる. (評価方法) 練習問題 

･通分して､計算する. 

4.全体交流 

面積図をもとに計算方法を確静する○ 

2/3-1/4-8/12-3/12-5′12At5′12b 

ポイント:通分すすuま計算できる 

;門21′2-1/3を計算してみよう.; 

1′2-1′3-3′6-2′6-1/6 

ll分母のちがう分断ひき算も､通-ると計雛きる○Il 

5.練習間溝をする○ 

壷 牝��異分杜で帯分数 ��【表】異分母で帯分数の減 �8��の減法の計算がで 白�ｨｭC�B���ﾓ"ﾒ�(�ﾃ8,ﾈﾇh螽,ﾈ+X*�+ﾘ/�ﾖﾈ*h-ﾈ+X.c｢���法の計算ができる○ 
の ひ 義 凾ｫ､計算結果を約 鐙8偵ｲ���(評価方法) 

分することができ 鳴���+ﾘ+X螽,ﾉ_ｹd�/��ｨｴ�+ZH��ﾈ�,ﾈﾊ�,ｨ+X/�.�ﾓ3��練習問題 

る｡ 唳,ｩZｨ+X,JH-�*�,�.h+Xv��

l分母がちがう帯分数のひき算のしかたを考えよう. 

2.各自で計算する○ 

3.全体で確瓢する○ 

4.1/6-2.2′3-4.1′6-2.4/6 

-3.7′6-2.4′6 

-1.3′6-1.1′2 

ポイント:通分.1かりる.約分 

※1かりる-くり下がりの意 

l通分-ば､今ま-りの計勤ミできる.l 

4.練習問題をする. 

i 免ﾂ�異分母分数の加 ��【表】具分母分数の力腕 ��減浪合の計算がで 鐙ｭC�"纈���ｳ��2�ﾓ2�,ﾈﾇh螽,ﾈ+X*�+ﾘ/�ﾖﾈ*h-ﾈ+Sｲ���合の計算ができる. 
の ひ 凾ｫる｡ 鐙.h*H�ｨ蔗�ｦﾂ�(評価方法) 

義 剴�隗�$ﾘ,h,ﾈﾊ�,ｨ+X/�.�,"��練習問題 ･たし算とひき算がまじつているけど､通分すればできそ 

うだこ 

たし算とひき算がまじうた計算のしかたを考えよう.l 

2.各自で計算する○ 

3.全体で確謎する. 

分母を20として通分し､約分し､答えが3.3′4である 

ことを確瓢する○ 

分母の3つの数の最小公倍数で通分すれば計算でき 

る｡ 

4.練習問題をする○ 
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練 ��"�単元における ��gｸ鳧,ﾈ攣��/�,(*�-��l関】進んで問題に取り 
習 2 刳賰b.基本を確か �,�-ﾈ,X,ﾉ]xｺﾘ*ｩZｨ*�,�,H*(.�*�,x*H*倆�-�.fﾂ�(ﾌ)�ﾈ,Yn)��,偃h.�'��組むことができる○ 

● 13 �,�+X+ﾘ.蟹Jﾙ5y4��忠Uﾘ廂_ｹd���

ま 凾ﾈ問題に取り組 刳ﾏ察.ノート 
と め よ 凾�ｾりすること 唸,ﾘ.(*ﾘ,X*ｸ+ﾘ髯;h,ﾘ7h8ｨ986x,ﾉ^(�n)��,偃h.��x-�"�【表】異分母分数の加法. 

を通して､正しく �9�9�ﾈ,Y9ｨ*hﾘx.ﾘ+�/�+ZIW9k隕ﾘ,�5�*ｨ*�.��ｨﾘzH.�*Bﾒ�減陰の計算ができ 
つ 剏v算.処理できる �7��+8*h.��ｲ�るo 

ようになる. 滴ｭH��*h+ﾘ楨��,俐I7稲h.��x-ﾚHｦﾙ�8/�+x.停�(評価方法) 練習問題 
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〔資料4】  (単元のつながり)

【平成2 1年度】

4年10　分数

･分数の意味と表し方､読み方

･･ ｢分数｣､ ｢分軌､ ｢分子｣の用語

と意味
･分数のしくみ

･同分母分数の順序､系列､大小

比較
･ ｢真分数｣､ r仮瓶､ r帯分軌､

｢1/1 0の位｣の用語と意味

【平成2 2年度】

5年　6　分数

･大きさの等しい分数

･同分母の真分数の加法とその逆

の滅陰

③　帯分数のたし算とひき算

5年　分数(2)

大きさの等しい分数

約分の意味と方法

異分母分数の大小比較と､通分

の意味と方法

異分母分数の加法と減陰

5年11分数と小数､整数

整数の除法の商の分数表示

分数倍

分数の/1億表示

｣ ､数や整数の分数表示

5年　分数と整数のかけ算･わり算

･分数×整数､分数÷整数

112-20

【平成2 3年度】

6年　分数のかけ算･わり算

･分数×分数

･分数÷分数

･整数､ /)増臥分数の計算


